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内容 

１．本取組と公共施設等総合管理計画 

 

２．スケジュールとこれまで 

 

３．前回ワーキングの結果 
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１．本取組と公共施設等 

  総合管理計画 
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１．本取組と公共施設等総合管理計画 

本ワーキングの目的 

■ 市民が使う公共施設の今後のことを、
行政だけでなく、市民と一緒に考える。 

■ 考えた結果を参考にし、｢公共施設等
総合管理計画｣を更新する。 
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１．本取組と公共施設等総合管理計画 

公共施設等総合管理計画とは 
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１．本取組と公共施設等総合管理計画 

公共施設等総合管理計画とは 

総合管理計画は、庁舎、学校、道路などあらゆる個
別の施設の計画が作成される上での基礎となる計画 
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１．本取組と公共施設等総合管理計画 
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●平成２９年３月策定 

 

●計画期間：３４年間（2017～2050） 

 

●対象施設：市が所有する全ての公共施設等 

      ・市役所庁舎等を含む公共施設（ハコモノ） 

      ・道路、橋、公園等を含むインフラ施設 

 

●公共施設の保有量：約１５１，９９８㎡ 
          （うち49.1％が学校施設） 

 

●ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ：上記計画期間中の合計 

          約９８５．３億円 
               （29億円／年） 

長久手市公共施設等総合管理計画の内容 



１．本取組と公共施設等総合管理計画 
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本市の公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本方針 

基本方針1 誰もが安全で安心して使用できる公共施設等を目指します。 

耐震化や、老朽化対応、バリアフリー化の推進等により、誰もが安全で安
心して使用できる公共施設等を目指します。 

基本方針2 公共施設の更新時に機能の複合化を前提に検討するとともに、
公民連携の促進や、広域連携などにより、トータルコストを
縮減します。 

長期間のライフサイクルコストを考慮した施設の維持管理を行うとともに、
公共施設の更新時に機能の必要性を勘案のうえ、複合化を前提に検討する
ほか、公民連携等による施設管理、広域連携による施設運用を行うなど、
新たな手法を検討することにより、トータルコストの縮減を目指します。 

基本方針3 将来計画に基づき、財政負担を平準化し、計画的に基金を積
み立てます。 

公共施設等の将来にわたる更新等に必要とされる金額を推計し、長寿命化
等により財政負担を平準化するとともに、財源不足が生じないよう、基金
の積立てや起債の発行などを計画的に行います。 



１．本取組と公共施設等総合管理計画 

ファシリティマネジメント（ＦＭ）とは（一般論） 

出典：第１回市民ワーキング恒川先生講義資料から一部抜粋 
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１．本取組と公共施設等総合管理計画 

ファシリティマネジメント（ＦＭ）とは（一般論） 

出典：第１回市民ワーキング恒川先生講義資料から一部抜粋 
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１．本取組と公共施設等総合管理計画 

長久手市の状況（公共施設の特徴） 

出典：第１回市民ワーキング恒川先生講義資料から一部抜粋 
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１．本取組と公共施設等総合管理計画 

長久手市の状況（人口推計・人口構造の推移） 
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【人口推計】 

 本市は現在、人口増加中ではあるが、
推計上、２０３５年頃の６５，０００人
をピークに、以降緩やかに減少していく。 

 

【人口構造の推移】 

 本市は｢若いまち｣と言われているが、
いずれは高齢化社会が到来する。 

税収減の要素 



１．本取組と公共施設等総合管理計画 
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公共施設は、いったん建てれば維持管理
コストが発生し続ける！ 

しかし 

新たに設置したり、維持していくための
財源（税収）は、いずれ減少していく！ 



１．本取組と公共施設等総合管理計画 

本ワーキングの目的 

■ 市民が使う公共施設の今後のことを、
行政だけでなく、市民と一緒に考える。 

■ 考えた結果を参考にし、｢公共施設等
総合管理計画｣を更新する。 
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２．スケジュールとこれまで 
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２．スケジュールとこれまで 

 
第１回市民ワーキング 

2017.8.26(土）第１回ワーキング 

 

★公共施設に関するレクチャー 

 

★グループワークによって施設
面での市の特徴を把握 
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２．スケジュールとこれまで 

第２回市民ワーキング 

2017.9.24(日) 第２回ワーキング 

 

★市内公共施設の現地確認 

 

★現場を見た上での意見交換 
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２．スケジュールとこれまで 

 
第３回市民ワーキング 

2017.10.14(土) 第3回ワーキング 

 

★利益性⇔公益性、広域⇔狭域
などの観点から施設を性質別に
分類（マッピング） 

 

★施設ごとに現状の課題などを
検証 
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２．スケジュールとこれまで 

 

第５回（１１月２６日） 

総まとめ（結論） 

第４回（１１月１１日） 

課題に対する提案 

第３回（１０月１４日） 

課題の抽出 

第２回（９月２４日） 

現場の確認 

第１回（８月２６日） 

現状に関する情報共有 
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３．前回ワーキングの結果 
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３．前回ワーキングの結果 

 
第３回市民ワーキング内容 

コン
ビニ 

市役
所 
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様々な施設を 

性質別に分類 



３．前回ワーキングの結果 
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３．前回ワーキングの結果 

 
第３回市民ワーキング内容 

気軽に
使える 

利用率
が低い 
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グループごとに様々な施設における 

現状の課題を整理 



３．前回ワーキングの結果 
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３．前回ワーキングの結果 
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(広域的施設) 

 

・市役所 

・図書館 

・杁ケ池体育館 

・県立芸術大学 

・文化の家 

(狭域的施設) 

 

・公園 

・老人憩の家 

・集会所 

・野球場 

・スポーツの杜 

第３回市民ワーキング内容 



３．前回ワーキングの結果 
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（広域的な施設の例） 



３．前回ワーキングの結果 
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（狭域的な施設の例） 



３．前回ワーキングの結果 
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３．前回ワーキングの結果 
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第３回の意見から公共施
設全体の議論に繋がり、
複数の施設で上がった意
見を抽出 

４つのテーマに分類 
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• 広域と狭域の拠点づくり 

テーマ１ 
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• アクセス・立地 

テーマ２ 
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• 施設の有効利用（利便性・効率性・多様性） 

テーマ３ 
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• 老朽化・庁外連携 

テーマ４ 



広域・狭域で考
える市の拠点 

アクセス・立地 

施設の有効利用 

（利便性・効率性・多様性） 

老朽化・庁外 

連携 
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